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京
都
府
宮
津
市
に
「
由
良
」
と
い
う
地
名

が
あ
る
。
蜂
子
皇
子
は
、
飛
鳥
の
地
の
宮
中

を
脱
し
、
そ
の
由
良
か
ら
船
に
乗
り
、
八
人

の
乙
女
が
い
た
現
在
の
鶴
岡
市
の
由
良
に
た

ど
り
着
い
た
。
そ
の
後
、
３
本
足
の
烏
（
か

ら
す
）
に
導
か
れ
羽
黒
山
に
登
り
出
羽
三
山

を
開
い
た
と
い
う
。

　

２
月
２
日
、
八
乙
女
太
鼓
が
響
き
渡
る
祝

宴
。
由
良
の
皆
さ
ん
の
長
年
の
取
り
組
み
が
、

昨
年
11
月
、
豊
か
な
む
ら
づ
く
り
全
国
表
彰

を
受
賞
し
た
。
販
売
に
は
向
か
な
か
っ
た
小

鯛
や
小
型
の
タ
コ
を
活
用
し
た
加
工
品
の
開

発
、「
浜
ご
っ
つ
ぉ
」
を
紹
介
す
る
書
籍
の

出
版
、
修
学
旅
行
の
誘
致
や
海
岸
の
ご
み
拾

い
を
ス
ポ
ー
ツ
に
し
て
し
ま
う
企
画
、
自
治

会
、
観
光
協
会
、
漁
業
者
、
若
者
有
志
な
ど

が
、
由
良
の
地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
次

世
代
に
継
承
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
日

は
、
由
良
在
住
の
市
役
所
職
員
も
、
地
元
住

民
と
し
て
、
受
付
、司
会
、写
真
撮
影
と
大
活

躍
だ
っ
た
。
元
気
な
地
域
は
、
地
元
在
住
の

市
役
所
職
員
を
活
動
に
し
っ
か
り
取
り
込
ん

で
い
る
。
こ
の
日
披
露
さ
れ
た
八
乙
女
太
鼓

は
鼠
ヶ
関
の
辨
天
太
鼓
の
指
導
を
受
け
て
育

ま
れ
て
き
た
も
の
。
ま
た
、
県
や
漁
協
は
も

と
よ
り
、
大
学
の
先
生
や
、
食
品
加
工
の
事

業
者
、
自
然
保
護
団
体
な
ど
、
由
良
と
い
う

地
域
を
実
に
多
様
な
関
係
者
が
支
え
て
い
る
。

　

蜂
子
皇
子
が
開
い
た
羽
黒
山
に
は
、
新
年

度
、
羽
黒
山
神
路
大
橋
が
開
通
す
る
。
山
形

県
に
よ
る
平
成
２
年
の
事
業
開
始
か
ら
足
掛

け
約
30
年
、
平
成
か
ら
令
和
に
架
か
る
橋
。

１
月
31
日
、
そ
の
橋
名
の
公
募
に
お
い
て
採

択
さ
れ
た
優
秀
応
募
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ

た
。「
羽
黒
山
大
橋
」、「
神
路
橋
」
と
し
て

そ
れ
ぞ
れ
応
募
し
た
４
名
は
、
い
ず
れ
も
羽

黒
在
住
も
し
く
は
地
元
に
縁
の
あ
る
方
だ
っ

転入・転出等の手続きは忘れずにしましょう
■問本所市民課☎内線111または各地域庁舎市民福祉課へ

　入学・就職・転勤などで住所が変わる方は、住民異
動届（転入・転居・転出）の提出が必要です。手続き
の際は、窓口に来庁する方の本人確認書類（運転免許
証またはマイナンバーカード等）をお持ちください。

　以上のような異動届のほか、以下に該当する方は、届
出が必要です。手続きに必要なものをご確認の上、忘れ
ずに行ってください。

対象者 窓口
国民健康保険または後期高齢
者医療に加入している

本所国保年金課�
〇国保医療担当�

☎内線124
〇後期高齢者医療担当�

☎内線126福祉医療証を持っている

�国民年金に加入している 本所国保年金課�
☎内線113

介護保険証を持っている 本所長寿介護課�
☎内線187

児童手当を受給している（市
内で転居したときは不要）

本所子育て推進課�
☎内線152

児童扶養手当を受給している 本所子育て推進課�
☎内線150

障害者手帳、自立支援医療受
給者証、障害福祉サービス受
給者証を持っている（転出す
るときは不要）

本所福祉課�
☎内線137

犬を飼っている（転出すると
きは不要）

健康課（にこ♥ふる）�
☎内線362

※各地域庁舎市民福祉課でも手続きができます。

　他の市区町村から本市に引っ越した方は、住み始め
た日から14日以内に手続きをしてください。
▼必要なもの
・前に住んでいた市区町村からの転出証明書
・マイナンバーカードまたは通知カード
・住民基本台帳カード（お持ちの方）
・在留カードまたは外国人登録証（外国籍の方）
・世帯主の印鑑（国民健康保険に加入する方）
・後期高齢者医療負担区分等証明書（県外からの転入　
　の場合で、前に住んでいた市区町村で発行されたも　
　の）
・年金手帳（お持ちの方）
・年金証書（年金を受給している方）
・前に住んでいた市区町村で発行された介護保険証　　�
　（住所地特例施設に入所される方）

　本市から他の市区町村へ引っ越す場合、転出証明書
を発行します。
　転出予定日の14日前から手続きができます。
▼必要なもの
・国民健康保険証（加入している方）
・後期高齢者医療保険証（加入している方）
・介護保険証（お持ちの方）
※�新住所地に引っ越した日から14日以内に転入手続
きをしてください。

転出するとき

転入したとき

　転居した日から14日以内に届出をしてください。
▼必要なもの
・マイナンバーカードまたは通知カード
・住民基本台帳カード（お持ちの方）
・在留カードまたは外国人登録証（外国籍の方）
・国民健康保険証（加入している方）
・後期高齢者医療保険証（加入している方）
・年金手帳（お持ちの方）
・年金証書（年金を受給している方）
・介護保険証（お持ちの方）　

市内で転居したとき
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市
政

市
役
所
本
所
市
民
課
の
窓
口
を
休

日
開
設
・
平
日
時
間
延
長
し
ま
す

　

３
月
下
旬
～
４
月
上
旬
は
住
所
変
更
等
の

手
続
き
で
市
民
課
の
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま

す
。
次
の
と
お
り
、
一
部
業
務
に
つ
い
て
窓

口
を
休
日
開
設
・
平
日
時
間
延
長
し
ま
す
。

▼
休
日
開
設
（
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

３
月
28
日
○土
・
29
日
○日
、
４
月
４
日
○土

▼
平
日
時
間
延
長（
午
後
７
時
ま
で
）　

３
月

23
日
○月
～
27
日
○金
、
30
日
○月
～
4
月
３
日
○金　

▼
取
扱
い
業
務　

▽
住
民
異
動
届
（
転
入
届

・
転
出
届
・
転
居
届
等
）　

▽
印
鑑
登
録

▽
各
種
証
明
書
の
交
付
（
住
民
票
の
写
し
・

戸
籍
全
部
〈
個
人
〉
事
項
証
明
書
・
印
鑑
登

録
証
明
書
・
所
得
課
税
証
明
書
等
）　

▽
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
利
用
し
た
転
入
や
海
外
か
ら
の
転

入
の
届
出
、
広
域
交
付
住
民
票
・
納
税
証
明

書
の
交
付
は
取
扱
い
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
市
民
課
☎
内
線
１
１
１

各
種
証
明
書
を
持
ち
帰
る
た
め
に
使
用
す
る 

広
告
入
り
窓
口
用
封
筒 

寄
附
者
募
集

■
規
格
・
予
定
数
量　

①
角
形
２
号
程
度（
Ａ

４
判
の
用
紙
が
入
る
大
き
さ
）
…
７
万
３
、

０
０
０
枚　

②
角
形
６
号
程
度
（
Ａ
５
判
の

用
紙
が
入
る
大
き
さ
）
…
１
万
枚　

■
封
筒

の
表
示　

広
告
ス
ペ
ー
ス
（
封
筒
の
表
面
及

び
裏
面
の
下
部
40
％
以
内
）、
市
章
・
市
の

業
務
内
容　

■
設
置
期
間　

８
月
１
日
○土
～

来
年
７
月
31
日
○土　

■
設
置
場
所　

本
所
市

民
課
及
び
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
の
窓
口
、

そ
の
他
市
長
が
指
定
す
る
場
所　

■申
鶴
岡
市

広
告
掲
載
要
綱
、
鶴
岡
市
広
告
入
り
窓
口
用

封
筒
の
寄
附
に
関

す
る
取
扱
要
領
を

確
認
の
上
、
３
月

13
日
○金
～
30
日
○月

に
窓
口
用
封
筒
寄

附
申
込
書
（
関
係

書
類
を
添
付
）
を

本
所
市
民
課
☎
内

線
１
５
８
へ　

■他

市
HP令

和
元
年
鶴
岡
市
消
防
本
部
管
内 

火
災
・
救
急
の
概
要

▼
火
災
件
数
、
損
害
額
、
死
者
・
負
傷
者
数　

総
出
火
件
数
は
47
件
で
前
年
に
比
べ
6
件
の

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
住
宅
火

災
は
13
件
。
火
災
に
よ
る
損
害
額
は
６
、０

６
２
万
円
で
、
前
年
よ
り
３
、３
７
３
万
円

減
で
す
。
死
者
は
１
人
で
前
年
よ
り
１
人
減
、

負
傷
者
は
７
人
で
前
年
よ
り
４
人
増
で
す
。

▼
出
火
原
因
第
１
位
は
「
た
き
火
」　

出
火

原
因
は
「
た
き
火
」
が
８
件
で
最
も
多
く
、

次
い
で
「
た
ば
こ
」、「
こ
ん
ろ
」
が
各
３
件
、

「
ス
ト
ー
ブ
」、「
放
火
の
疑
い
」、「
火
遊
び
」

が
各
１
件
の
順
と
な
っ
て
お
り
、「
そ
の
他
」

が
19
件
、「
不
明
・
調
査
中
」
が
11
件
で
す
。

そ
の
う
ち
住
宅
火
災
の
出
火
原
因
は
、「
た

ば
こ
」、「
こ
ん
ろ
」、「
ス
ト
ー
ブ
」
が
各
１

窓口用封筒・表 窓口用封筒・裏

市の業務内容

鶴岡市役所

広告スペース

市の業務内容

広告スペース

件
、「
そ
の
他
」
が
４
件
、「
不
明
・
調
査
中
」

が
６
件
で
す
。

▼
住
宅
用
火
災
警
報
器　

全
て
の
住
宅
に
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
定
期
的
に

掃
除
・
点
検
し
、
本
体
は
10
年
を
目
安
に
交

換
し
ま
し
ょ
う
。

▼
救
急
出
動
件
数
は
１
日
平
均
16
・
１
件

救
急
出
動
件
数
は
５
、
９
０
６
件
で
、
前
年

よ
り
１
４
６
件
減
で
す
。
救
急
車
で
搬
送
さ

れ
た
人
員
は
５
、
４
８
０
人
で
前
年
よ
り
１

７
８
人
減
で
す
。
搬
送
の
事
故
種
別
で
は
、

「
急
病
」
が
３
、
８
２
１
人
で
全
体
の
69
・

７
％
を
占
め
、
次
い
で
「
一
般
負
傷
」
が
７

６
４
人
、「
転
院
搬
送
」
が
４
６
９
人
、「
交

通
事
故
」
が
３
３
０
人
で
す
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

福
祉
・
年
金
・
医
療

民
生
委
員
・
児
童
委
員
委
嘱

の
お
知
ら
せ

　

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
１
民
生
区
（
第
一
学
区
）
…
小
野
寺
貞

子
（
城
南
町
〈
西
部
・
北
部
〉）、
後
藤
佐
智

（
主
任
児
童
委
員
）　

▽
第
３
民
生
区
（
第
三

学
区
）
…
佐
藤
陽
子
（
山
王
町
東
部
・
山
王

通
り
一
部
）　

▽
第
14
民
生
区
（
大
山
地
区
）

…
菅
原
良
喜
（
粕
塚
・
城
山
）　

▽
羽
黒
地

区
（
羽
黒
地
域
）
…
阿
部
く
に
子
（
川
代
山

・
仙
道
・
泉
野
・
八
森
）、
中
野
浩
司
（
桜

ケ
丘
・
今
野
・
向
山
）

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
８

た
。
一
昨
年
「
フ
ァ
イ
ナ
ル
」
と
惜
し
ま
れ

た
市
民
参
加
型
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
蜂
子
の
皇

子
物
語
」
が
、
東
北
電
力
の
地
域
を
応
援
す

る
事
業
に
採
択
さ
れ
、
今
年
11
月
に
奈
良
県

明
日
香
村
で
里
帰
り
公
演
さ
れ
る
。
古
代
ロ

マ
ン
か
ら
の
つ
な
が
り
が
つ
な
が
り
を
呼
び
、

皇
子
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
フ
ァ
イ
ナ
ル
と
は

さ
せ
な
か
っ
た
。

　

地
方
創
生
の
文
脈
の
中
で
「
関
係
人
口
」

と
い
う
言
葉
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
移
住
し

た
「
定
住
人
口
」
で
も
な
く
、
観
光
に
来
た

「
交
流
人
口
」
で
も
な
い
、
地
域
や
地
域
の

人
々
と
多
様
に
関
わ
る
人
々
の
こ
と
を
指
す

用
語
だ
。「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
、ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
、

ゆ
ら
ま
ち
っ
く
」
を
掲
げ
、
関
係
人
口
を
う

ま
く
取
り
込
ん
だ
由
良
の
取
り
組
み
に
学
ぶ

こ
と
は
多
い
。

　

１
月
下
旬
、
食
文
化
創
造
都
市
推
進
課
に

勤
務
し
て
い
た
ラ
ー
ス
ロ
ー
・
ジ
ャ
ネ
ッ
ト

さ
ん
が
、
東
京
で
の
新
し
い
仕
事
に
就
く
た

め
鶴
岡
を
離
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
出
羽
三

山
の
巫
女
（
み
こ
）
も
務
め
た
こ
と
も
あ
り
、

惜
し
ま
れ
つ
つ
去
る
彼
女
を「
関
係
人
口
」の

力
を
引
き
出
す
こ
と
を
目
的
に
創
設
し
た
鶴

岡
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
認
定
し
た
。
ま
た
、
市

で
は
、「
地
域
ま
ち
づ
く
り
未
来
事
業
」
な

ど
個
性
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
職
員
制
度
を
今
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。
地
元
以
外
の「
関
係
」

職
員
の
力
も
大
い
に
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

　

１
月
の
休
日
、
鶴
岡
で
最
も
有
名
な
あ
の

ラ
ー
メ
ン
屋
さ
ん
に
行
っ
た
。
一
時
間
半
待

っ
て
味
わ
っ
た
熱
い
一
杯
。
ラ
ー
メ
ン
を
す

す
り
な
が
ら
、今
も
て
は
や
さ
れ
て
い
る「
関

係
人
口
」
は
、
実
は
私
た
ち
の
街
が
既
に
歴

史
に
根
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
と
同

じ
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
私
の
曽
祖
母
も

羽
黒
の
手
向
の
宿
坊
か
ら
嫁
い
で
来
て
い
る
。

歴
史
に
加
え
地
域
づ
く
り
に
必
要
な
も
の
、

そ
れ
は
あ
の
一
杯
の
ラ
ー
メ
ン
に
込
め
ら
れ

て
い
た
も
の
。
情
熱
が
人
の
心
を
動
か
す
。
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■対
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方　

①
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
～
３
級　

②
療
育
手
帳
Ａ　

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級　

■問
本

所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
６
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
へ

国
民
年
金
保
険
料
の 

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
40
年
間
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

納
め
忘
れ
た
期
間
が
あ
る
と
、
年
金
が
減
額

さ
れ
た
り
、
万
が
一
の
と
き
、
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
忘
れ
ず
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

▼
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
等　

保
険
料

の
一
部
免
除
（
４
分
の
３
・
半
額
・
４
分
の

１
免
除
）
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
一
部

納
付
保
険
料
を
納
め
な
い
と
、
年
金
の
受
給

資
格
期
間
に
は
含
ま
れ
ず
、
受
け
取
る
年
金

額
に
も
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
納
付
猶

予
や
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間

は
、
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
は
含
ま
れ
ま

す
が
、
受
け
取
る
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
た
め
、
将
来
、
受
け
取
る
年
金

額
を
増
や
す
た
め
に
、
免
除
や
納
付
猶
予
を

受
け
た
期
間
の
保
険
料
を
、
10
年
前
の
分
ま

で
遡
っ
て
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
納
付
対
象
月
の
属
す
る
年

度
の
翌
々
年
度
を
過
ぎ
る
と
、
加
算
金
が
付

き
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

家
族
介
護
者
交
流
の
つ
ど
い
の
業
務

委
託
事
業
に
係
る
公
募
説
明
会

■日
３
月
19
日
○木
午
後
２
時　

■場
市
役
所
本
所

別
棟
23
号
会
議
室　

■対
令
和
２
年
度
家
族
介

護
者
交
流
の
つ
ど
い
（
在
宅
介
護
し
て
い
る

方
な
ど
を
対
象
と
し
た
交
流
会
）
業
務
の
受

託
を
希
望
す
る
事
業
者　

■申
３
月
13
日
○金
ま

で
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
へ

人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方
に

通
院
交
通
費
を
助
成
し
ま
す

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

①
本
市
に
住

民
登
録
が
あ
り
、
腎
臓
機
能
障
害
に
よ
る
身

体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方　

②
人
工
透

析
療
法
を
受
け
る
た
め
交
通
機
関
（
自
家
用

車
を
含
む
）
を
利
用
し
て
通
院
し
て
い
る
方

③
本
人
及
び
同
居
世
帯
の
生
計
中
心
者
が
所

得
税
を
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方　

④
生
活
保

護
等
で
通
院
交
通
費
の
給
付
を
受
け
て
い
な

い
方　

■
助
成
額　

通
院
交
通
費
と
し
て
実

際
に
掛
か
っ
た
額
と
交
付
基
準
額
の
う
ち
、

低
い
方
の
額　

■申
３
月
31
日
○火
ま
で
申
請
書

・
通
院
報
告
書
と
領
収
書
（
タ
ク
シ
ー
等
を

利
用
し
た
方
の
み
）
を
本
所
福
祉
課
☎
内
線

１
３
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

令
和
２
年
度
分
福
祉
タ
ク
シ
ー

券
・
福
祉
給
油
券
の
交
付

　

対
象
者
に
申
請
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

希
望
の
方
は
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
ず
押

印
の
上
、
投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。
届
か
な

い
・
紛
失
し
た
・
新
た
に
対
象
に
な
っ
た
方

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
は
国
民
年
金
の

加
入
、
変
更
の
手
続
き
を

▼
会
社
員
（
被
用
者
年
金
加
入
者
）
と
そ
の

配
偶
者　

▽
被
用
者
年
金
を
や
め
た
と
き

■持
退
職
年
月
日
を
証
す
る
書
類
（
離
職
票

等
）、
年
金
手
帳
、
印
鑑　

▽
配
偶
者
の
扶

養
か
ら
外
れ
た
と
き　

■持
扶
養
か
ら
外
れ
た

日
を
証
す
る
書
類
、
年
金
手
帳
、
印
鑑

▼
学
生
、
無
職
の
方
、
自
営
業
者
の
方
等　

▽
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き
（
死
亡
一
時

金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
請
求
で
き
る
場
合
あ

り
）、
国
外
転
出
や
年
金
受
給
額
を
増
や
す

た
め
に
任
意
加
入
す
る
と
き
〈
☆
〉、
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
（
学
生
納
付
特
例

や
免
除
申
請
を
す
る
と
き
）〈
☆
〉　

■持
年
金

手
帳
、
印
鑑

▼
共
通　

■申
14
日
以
内
に
（〈
☆
〉
は
速
や

か
に
）
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
追
加

の
書
類
が
必
要
な
場
合
あ
り
。
本
人
以
外
の

手
続
き
は
委
任
状
が
必
要

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
料
率
等
が
改
定
さ
れ
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
率
は
、

医
療
費
な
ど
の
推
計
を
基
に
、
２
年
ご
と
に

見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
・
３

年
度
の
保
険
料
率
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
所
得
割
率　

８
・
６
８
％　

■
均
等
割
額

４
万
３
、
１
０
０
円　

■
賦
課
限
度
額　

年

64
万
円　

■
均
等
割
保
険
料
軽
減
対
象
の
拡

充　

２
割
・
５
割
軽
減
対
象
者　

■問
本
所
国

保
年
金
課
☎
内
線
１
２
７
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
へ

生
活
・
そ
の
他

市
営
住
宅
等
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
ち
わ
ら
住
宅
３
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

３

城
南
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

美
原
住
宅

１
階
・
３
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

３
階
・
３
Ｋ

１

稲
生
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

み
ど
り
住
宅
２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

東
部
住
宅

１
階
・
３
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

大
山
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

３
階
・
２
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

羽黒
荒
川
住
宅

木
造
平
屋
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

１

朝日
下
名
川
住
宅
木
造
平
屋
３
Ｄ
Ｋ

１

名
川
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
木
造
２
階
建
２
階
・

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

■
入
居
時
期　

５
月
中
旬
以
降　

■申
３
月
２

日
○月
～
18
日
○水
に
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８

３
ま
た
は
羽
黒
・
朝
日
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

降
雨
や
気
温
上
昇
で
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す 

融
雪
期
の
雪
崩
に
注
意
!!

　

外
出
の
際
は
、
気
象
情
報
等
に
留
意
し
、

雪
崩
に
よ
る
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
山
の
斜
面
の
雪
割
れ
等
の

前
兆
現
象
や
変
化
に
気
付
い
た
と
き
は
、
安

全
な
場
所
へ
避
難
し
、
本
所
防
災
安
全
課
☎

内
線
１
８
５
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す 

鶴
岡
地
域
春
の
清
掃
ク
リ
ー
ン
作
戦
＆
側
溝
清
掃

■日
・
■場
▽
ク
リ
ー
ン
作
戦
と
側
溝
清
掃　

４

月
５
日
○日
…
第
二
・
第
三
学
区　

12
日
○日
…

第
一
・
第
五
学
区　

19
日
○日
…
第
四
・
第
六

学
区　

▽
ク
リ
ー
ン
作
戦　

３
月
29
日
○日
…

西
郷
地
区　

４
月
５
日
○日
…
斎
・
京
田
・
栄

・
上
郷
・
三
瀬
地
区　

12
日
○日
…
黄
金
・
大

泉
・
小
堅
地
区　

19
日
○日
…
湯
田
川
・
田
川

・
湯
野
浜
・
由
良
地
区　

５
月
６
日
○水
…
加

茂
地
区　

10
日
○日
…
大
山
地
区　

■
ご
み
等

の
回
収
・
運
搬　

▽
ク
リ
ー
ン
作
戦　

第
一

～
第
六
学
区
…
当
日
午
後　

他
の
地
区
…
翌

日
か
ら
２
日
以
内　

▽
側
溝
清
掃　

２
日
以

内　

■申
▽
ク
リ
ー
ン
作
戦
…
廃
棄
物
対
策
課

☎
内
線
６
７
７　

▽
側
溝
清
掃
…
本
所
土
木

課
☎
内
線
４
４
８

子
供
の
ゲ
ー
ム
機
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に
は 

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
設
定
を
！

　

子
供
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
接
続
可
能
な
ゲ
ー
ム
機
・
音
楽
プ
レ

ー
ヤ
ー
等
を
持
た
せ
る
場
合
は
、
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
有
害
サ
イ

ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
す
る
機
能
）
を
設

定
し
ま
し
ょ
う
。

▼
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
は
、
利
用
目
的
・

方
法
・
時
間
・
料
金
等
を
家
族
で
よ
く
話
し

合
っ
て
利
用
し
ま
し
ょ
う

■問
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
（
櫛
引
庁
舎
）
☎

０
１
２
０
‐
０
２
８
‐
２
３
４

水
道
メ
ー
タ
ー
取
替
え
の　

予
定
時
期
と
地
区

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
法
律
に
よ
っ
て
使
用
期

限
（
８
年
間
）
が
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

定
期
的
に
取
替
え
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■日
４
月
～
12
月　

■場
▽
鶴
岡
地
域
…
三
和
町
、

苗
津
町
、
伊
勢
原
町
、
桜
新
町
、
ほ
な
み
町
、

馬
場
町
、
青
柳
町
、
切
添
町
、
淀
川
町
、
道

田
町
、
美
咲
町
、
大
宝
寺
、
勝
福
寺
、
伊
勢

横
内
、
布
目
、
森
片
、
宮
沢
、
下
川
、
大
山

二
丁
目
、
友
江
町
、
西
沼　

▽
藤
島
地
域
…

下
町
、
藤
岡
、
八
色
木
上
、
八
色
木
下
、
小

中
島
、
上
蛸
井
、
添
川　

▽
羽
黒
地
域
…
中

島
、
高
寺
、
下
馬
渡
、
猪
俣
新
田
、
狩
谷
野

目
、
赤
川
、
希
望
ヶ
丘
、
松
尾
、
石
野
新
田
、

羽
黒
山　

▽
櫛
引
地
域
…
西
荒
屋
、
西
片
屋
、

東
南
、
東
北
、
黒
川　

▽
朝
日
地
域
…
上
田

沢
、
大
針　

▽
温
海
地
域
…
鈴
、
一
霞
、
暮

坪
、
越
沢
、
鍋
倉
、
小
岩
川　

■問
上
下
水
道

部
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
７
６
０
９

■他
予
定
地
区
以
外
で
も
取
替
え
を
実
施
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す

公
共
下
水
道
事
業
負
担
金

　

公
共
下
水
道
鶴
岡
地
区
内
の
次
の
対
象
区

域
に
つ
い
て
、
令
和
２
年
度
か
ら
新
た
に
公

共
下
水
道
事
業
負
担
金
を
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。
対
象
区
域
内
の
土
地
を
所
有
す
る
方

に
、
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
申
告
書
を
４

月
に
送
付
し
ま
す
。

■
対
象
区
域　

滝
沢
地
区
、
上
山
谷
地
区
、

寿
地
区
、
高
坂
地
区
、
湯
田
川
地
区
、
藤
沢

地
区
、
小
波
渡
地
区
、
堅
苔
沢
地
区
、
加
茂

地
区
、
下
川
地
区
、
千
安
京
田
地
区
、
面
野

山
地
区
、
辻
興
屋
地
区
の
各
一
部　

■問
上
下

水
道
部
下
水
道
課
☎
25
‐
５
８
６
０

令
和
２
年
度
水
質
検
査
計
画

を
公
表
し
ま
す

　

安
全
・
安
心
な
水
道
を
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
水
質
検
査
の
方
針
、
検
査
項
目

・
頻
度
、
採
水
場
所
等
を
定
め
た
同
計
画
を

市
HP
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
同
計
画
へ
の
ご

意
見
等
が
あ
る
方
は
、
上
下
水
道
部
水
道
課

☎
23
‐
７
７
３
２
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
事
業

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た
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荘内病院�医療サービス向上の取り組み
■問荘内病院総務課☎26‐5111内線6333

新しい外来診療のご案内・・・・・・・・・・・　

　当院では、「病院総合診療科」と「リンパ浮腫外来」
の診療を毎週木曜日に行っています。
　病院総合診療科は、疾患や病状に関係なく在宅医
療を希望している方やその家族の相談外来で、病状
によっては訪問診療も行います。
　リンパ浮腫外来は、診断をした上で治療の計画を
立てて、リンパ浮腫療法士の資格を持つ看護師が理
学療法を行います。
　いずれも予約制（当日予約可）です。紹介状がな
くても受診できますが、その場合は非紹介患者初診
加算5,000円が掛かります。
■問同院医事課☎26‐5111内線6119

３月に緩和ケア病床を開設します・・・・・・　

　病気に対する積極的な治療を希望しないがんの終
末期患者や、入院しながら在宅療養に向けて症状コ
ントロールが必要な患者などに対して専門スタッフ
がケアを行う「緩和ケア病床」を、３月に庄内地域
で初めて、当院７階東入院棟に４床開設します。
　快適さを重視して、患者やその家族がゆったりと
療養できる環境を提供します。
■問同院地域医療連携室☎26‐5111内線6203

ＭＲＩ装置の更新について・・・・・・・・・・　

　昨年９月、当院に２台ある
ＭＲＩ装置のうち１台を、こ
れまでよりも短時間で高画質
の画像を撮影できる最新機種
に更新しました。　
　また、３月にはもう１台が更新され、主に頭部や
四肢の画像がさらに高画質になり、小児の検査がよ
りしやすくなります。


